













氏     名 小林 育斗  
学 位 の 種 類       EA 博士（体育科学） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第  7819  号 
A学位授与年月       EA 平成 28年 3月 25日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 
A学位論文題目       EA 小学生の投動作に関するバイオメカニクス的研究： 
－標準動作モデルの構築と動作パターンの類型－ 
 
A主 査       EA     筑波大学教授 教育学博士  阿江 通良    
A副 査       EA   筑波大学教授 博士（学術）  藤井 範久 
A副 査       EA   筑波大学教授 博士（体育科学)  木塚 朝博   


































 小学校 6年生の男女 31名を対象として、上位者の標準動作モデルを用いた投の技術練習（約 45分）



















































２．小学校 2、4、6 年生（計 302名）の投動作は、関節角度の動作逸脱度に着目してクラスター分析
すると、各学年で標準動作類似型を含む２～４群に分類でき、動作逸脱度が最も小さい群、すなわ
ち標準動作類型では投距離が有意に大きかった。 
３．６年生男女を対象として標準動作モデルを用いた投の技術練習後には、男女とも投距離とボール
初速度が増加し、モデルに類似した動作に変化した。 
４．小学生の投動作の標準動作モデルを提示して、画像遅延表示装置で各自の動作を確認させるとい
う指導法は、目標とすべき動作を視覚的に示すことができ、小学生の投動作の改善や投能力の向上
に有効であると考えられる。 
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審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は、３次元動作分析手法を用いてバイオメカニクス的に小学生のソフトボール投げの標準動作
モデルを構築し、それを基準に小学生の投動作を分類するとともに、標準動作モデルを用いた投動作の
練習の効果を詳細に検討し、指導のための示唆を引き出そうとしたものである。 
 学位論文審査会では、投動作における性差については多くの指摘があるが、本研究からどのようなこ
とが示唆できるか、ソフトボールの大きさや重量の投動作への影響、標準動作モデルや画像遅延表示装
置を小学校の体育授業で用いる意義などについて質疑が行われ、さらに今後の研究の方向性についても
意見交換が行われた。審査委員からは、予備審査会での指摘に適切に対応しており、本論文は優れたも
のである、指導方法の改善や発達バイオメカニクスの発展に資するものである、などと高く評価された。 
平成２８年 ２月 ８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
